
（需要動向調査に関すること【指針③】） 

 

消費者ニーズ調査報告書（令和 3年 12 月末時点調査） 

Ⅰ．販売動向や売れ筋商品（伸びる市場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考資料：日経テレコン POS 情報） 

Ⅱ．ヒット商品の分析、消費者のニーズ 

 

海外からの評価で再確認 日本の国民食「冷凍ギョーザ」 

オリンピック大会期間中、沢山の選手が SNS を通じ選手村の様子を発信していたが、食事の様子

は特に人気を集めていた。中でも注目されたのが餃子のレポートだ。提供されていたのが、味の素

「ギョーザ １２個 ２７６Ｇ」とわかり、さらに話題となった。 

 

コンビニで試してスーパーで買う美酢（ミチョ） 

「コンビニで、ストレートタイプでトライアルをした人がスーパーで希釈タイプの商品を買うよう

になった」（ＣＪフーズジャパン）日経ＰＯＳの「美酢 ザクロ味」の希釈タイプのスーパーでの売

れ行きを見ると、2020 年 12 月にビネガードリンクでシェア 6.4％だったが、その後、売り上げ

を伸ばしていき、2021 年 8 月は 10.1％。コンビニでストレートタイプの商品を試した人が、新

食料品 

順位 分類名 増減率 

1 麦茶飲料 31.1 

2 アルコールテイスト飲料類 24.6 

3 乳酸菌飲料 22.7 

4 ビール 14.8 

5 介護・病時食類 14.5 

6 ベビー・マタニティーフード 14.4 

7 プレミアムアイス 13.8 

8 水 12.1 

9 こうじ 11.7 

10 調理パン 11.7 

11 栄養サポートドリンク 11 

12 食用油 10.3 

13 コーヒー飲料 9.9 

14 マヨネーズ 9.8 

15 シリアル類 9.6 

16 畜産珍味 9.5 

17 スピリッツ 9.5 

18 デザートミックス 9 

19 氷 8.5 

20 キャンデー・あめ菓子 7.9 

 

生活用品 

順位 分類名 増減率 

1 殺虫剤・殺鼠剤 21.7 

2 携帯用サニタリーセット 13.6 

3 キャットフード 11.8 

4 入浴剤 9.4 

5 避妊用品 8.9 

6 ベビー食事用品 8.9 

7 エチケット用品 6.8 

8 ペットサニタリー用品 6.1 

9 洗濯用洗剤類 5.7 

10 洗髪剤 5.2 

11 ペットフード（犬・猫用を除く） 4.9 

12 たばこ・喫煙関連用品 4.4 

13 歯磨き類 4.2 

14 入れ歯関連用品 3.4 

15 歯ブラシ類 2.5 

16 ドッグフード 2.2 

17 雑貨品 1.9 

18 女性用頭髪化粧品 1.6 

19 男性用頭髪化粧品 1.6 

20 使い切り食器 1.1 

 



たにスーパーで希釈タイプを購入している様子がうかがえる。 

 

緑茶乳飲料、ペットボトル入り抹茶ラテで好調 

緑茶乳飲料の売れ行きが好調だ。日経 POS 情報で緑茶乳飲料の販売実績を確認すると、9 月の千

人当り金額は 1024.7 円、前年同月比 463.3％と 3 桁の伸びを見せる。商品別に見ると、1 位は

千人当り金額 534.9 円で「サントリー クラフトボス 抹茶ラテ ＰＥＴ ５００ＭＬ」。2 位に

は同 351.2 円で「コカ・コーラ 綾鷹カフェ 抹茶ラテ ＰＥＴ ４４０ＭＬ」がつけている。ど

ちらも緑茶乳飲料では珍しいペットボトル入りの商品だが、分類全体の金額シェアを 85％以上占め

ており、人気ぶりが窺える。 

 

ピエラス プロポリンス マウスウォッシュ 販売好調 

液体口中剤の売れ行きが好調だ。カテゴリー全体の千人当たり金額は昨年 10 月以降 13 カ月連

続で前年同月を上回った。 コロナ下での衛生意識の高まりや、マスク生活で自分の口臭が気にな

るなどの理由で使う人が増えていると見られる。 

 

秋の到来とともに西日本から全国へ「おいも蒸しまん」 

発売当初の西日本での好調な売り上げ実績を示しながらの小売りへの売り込みが成功したとみて

いる。売り上げ増に伴いＳＮＳの投稿数も増加した。もちもちした食感、やさしい甘さが評価される

と同時に、ヘルシーなおやつとして重宝しているといった投稿が多く並ぶ。メーカーからの発信も

あり、レンジで温めてバターを乗せるなどのアレンジレシピも楽しまれている。 

 

おせちの予約絶好調、けん引するのは？ 

今のところコロナの感染状況も落ち着いており、昨年よりは賑やかになりそうなお正月の準備を

進めているのだろうか。いつしかすっかり定着したおせち市場だが、ここでも NB と PB の熱い戦

いが繰り広げられる。 

 

代替肉の売上が伸びる 

代替肉とは、豚肉や牛肉、鶏肉といった動物の肉を使わず、大豆など植物性原料を使い、肉の食感

に近づけた食品のこと。もともとは野菜中心の食生活を送っているベジタリアンやヴィーガンが利

用の中心であったが、環境に配慮した食品として急速に伸びている。ここ１〜２年の間にスーパー

店頭にも普通に並ぶようになってきた。 

  



 

Ⅲ.一世帯当たりの収支金額 （統計局・家計調査より） 

 

  



Ⅳ.情報通信技術に関連する消費やインターネットを利用した購入状況 （統計局・家計動向調査） 

 

 

Ⅴ.業況や主要企業の紹介・分析、業界の課題と展望等 

  感染拡大第５波の終息に伴い消費が回復した第三四半期であった。しかしご承知のとおり第５波を上回

る第６波が年始より発生し、感染者数が爆破的に激増、全国の殆どの県がまん延防止措置を適用する事態

となった。外出自粛や自宅療養者の増加など消費活動への影響も避けられない状況となる。 


